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会
員
の
皆
様
に
は
、
各
方

面
で
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
会
長
に
な
り
2
期
4

年
目
に
な
り
ま
す
。
半
世
紀

以
上
の
歴
史
あ
る
土
木
会
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
層
の
努
力
を
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
土

木
会
の
役
員
会
、
評
議
員
会
は
2
ヶ
月
に
一
度
開
催
し
、

土
木
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
「
摂
土
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
メ
ー
ル
」
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
（
平
成
28
年
）
早
々
熊
本
地
震
に
よ
り
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
建
設
業
界
は

四
半
世
紀
ぶ
り
に
活
況

を
呈
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
中
期
的

に
は
都
市
部
を
中
心
に
堅
調
な
投
資
が
予
想
さ
れ
て
い

る
一
方
で
、
人
口
減
少
や
財
政
上
の
制
約
等
に
よ
り
、

長
期
的
な
投
資
の
拡
大
は
見
込
み
難
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
社
会
的
背
景
の
中
で
、
労
働
集

約
型
産
業
で
あ
る
建
設
業
で
は
、
生
産
性
向
上
が
喫
緊

の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、「
I
C
T 

の
全
面
的
な
活
用

（
I
C
T 

土
工
）」
等
の
施
策
を
建
設
現
場
に
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
全
体
の
生
産

性
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
魅
力
あ
る
建
設
現
場
を
目
指

す
取
組
で
あ
るi-Construction

（
ア
イ
・
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
は
、
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
に
向
け

て
、
測
量
・
設
計
か
ら
施
工
、
さ
ら
に
管
理
に
い
た
る

全
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
情
報
化
を
前
提
と
し
た
新
基

準
を
今
年
度
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。こ
の
取
組
み
を「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
」（
情
報
通
信
技
術
）
と
名
づ
け
、
土
木
工
事
の

土
工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
土

工
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
写
真
を
も
と
に
、
短
時
間

で
高
密
度
な
地
形
の
3
次
元
測
量
を
行
い
ま
す
。
地
形

の
3
D
デ
ー
タ
は
設
計
や
施
工
計
画
に
引
き
継
が
れ
、

現
況
地
形
と
設
計
図
面
を
3
D
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
比
較

し
、
切
り
土
量
や
盛
り
土
量
を
自
動
算
出
さ
れ
ま
す
。 

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
は
鉄
筋
の
プ
レ
ハ
ブ
化
や
型
枠
、

部
材
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
を
大
幅
に
導
入
す
る
こ
と
で
、

省
力
化
や
工
期
短
縮
で
き
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
は
土

木
工
事
に
続
き
浚
渫
工
事
な
ど
の
港
湾
分
野
で
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
」
の
全
面
的
な
活
用
に
踏
み
出
す
予
定
で
す
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
の
活
用
は
、担
い
手
確
保
の
条
件
と
し
て
、

他
産
業
に
負
け
な
い
賃
金
水
準
の
確
保
、
社
会
保
険
加

入
、
４
週
８
休
の
確
保
と
い
っ
た
具
体
的
な
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
に
は
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
今
年
度
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。Good Luck！

　

摂
南
大
学
土
木
会
会
員
の

皆
様
に
は
平
素
よ
り
本
学
科

の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
４
月
よ
り
学

科
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
都
市
環
境
工
学

科
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
科
改
変
に
伴
い
都
市
環
境
工
学
科
と
な
っ
て
早
く

も
７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
数
年
前
か
ら
求
人
は
良
く

な
っ
て
お
り
、
昨
年
と
同
様
に
今
年
も
求
人
は
官
民
と

も
に
好
調
で
す
。
昨
年
は
国
家
・
地
方
の
公
務
員
の
採

用
者
数
が
10
名
を
数
え
ま
し
た
。（
卒
業
生
の
16
％
強
）

今
年
も
公
務
員
希
望
者
は
多
く
、
既
に
国
家
公
務
員

の
内
定
者
も
出
て
お
り
、
さ
ら
に
地
方
公
務
員
の
合
格

者
も
多
数
出
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

学
科
の
教
員
は
こ
こ
数
年
で
３
名
の
先
生
方
（
海
老

瀨
先
生
・
澤
井
先
生
・
道
廣
先
生
）
が
退
職
さ
れ
、
八

木
先
生
と
石
田
先
生
が
異
動
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
数
は
10
名
の
専
任
教

員
の
半
分
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の
上
、

長
き
に
わ
た
り
本
学
科
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
頭
井
先
生
が
来

年
３
月
に
退
職
さ
れ
ま
す
。
平
成
3
年
に
土
木
工
学
科

教
員
と
し
て
着
任
さ
れ
、
四
半
世
紀
の
長
き
に
わ
た
り

教
鞭
を
と
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
科
共
通

準
備
室
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
河
合
さ
ん
が
退
職
さ
れ
、

後
任
に
山
田
さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
特
任
を
含
む

専
任
教
員
10
名
、
共
通
準
備
室
ス
タ
ッ
フ
3
名
で
学
科

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
度
に
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
の
継
続
審
査
に

向
け
て
、
本
学
科
は
本
年
2
月
に
3
名
の
委
員
に
よ
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
外
部
評
価
を
受
審
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
生
の
実
質
的
な
評
価
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
学
科
で
は

実
質
的
な
評
価
の
指
標
と
し
て
摂
南
大
学
土
木
会
会

員
の
皆
様
が
取
得
さ
れ
た
資
格
（
例
え
ば
、
技
術
士
や

施
工
管
理
技
士
な
ど
）
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
別
途
土
木
会
会
員
の
皆
様
に

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

摂
南
大
学
技
術
士
会
お
よ
び
摂
南
大
学
土
木
会
の

全
面
的
な
協
力
の
も
と
に
、
在
学
生
向
け
の
技
術
士
啓

蒙
の
た
め
の
特
別
講
演
会
を
今
年
も
6
月
に
実
施
し

ま
し
た
。
講
演
会
の
冒
頭
に
木
下
会
長
か
ら
摂
南
大
学

技
術
士
会
の
活
動
状
況
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
後
、
廣

瀬
氏
（
技
術
士
・
奥
村
組
土
木
興
業
）
と
東
中
氏
（
本

学
大
学
院
生
）
か
ら
、
技
術
士
資
格
の
必
要
性
や
技
術

士
一
次
試
験
の
受
験
の
心
構
え
に
つ
い
て
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。
講
演
会
へ
の
技
術
士
会
か
ら
飯
田
氏
、
新
井

氏
、
新
田
氏
、
青
木
葉
氏
、
佐
々
木
氏
の
参
加
が
あ
り
、

有
益
な
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の

講
演
会
の
お
陰
で
、
技
術
士
一
次
試
験
合
格
者
（
学
部

在
籍
者
）
が
昨
年
ま
で
2
年
連
続
で
3
名
ず
つ
が
出
て

い
ま
す
。

　

本
年
10
月
以
降
、
学
生
の
現
場
見
学
会
や
学
生
向

け
講
演
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
事
に

も
摂
南
大
学
土
木
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
大
変

感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
る
2
0
1
8
年
の
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
の
2
回
目
の

継
続
審
査
に
向
け
て
、
四
千
名
以
上
の
同
窓
生
の
集
う

摂
南
大
学
土
木
会
の
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　平成27年度の特別講演会と土木会総会が平成27年11月14日（土）午後3時より、常翔学園
大阪センターにおいて、多数の出席者の中で開催されました。
　特別講演会は、厚生労働省北大阪労働基準監督署労働衛生専門官の坂本圭氏（摂大平成10
年卒）による『「ご安全に！！」～労働災害防止の合言葉～』と題するご講演で、災害防止対策に
ついて実際の災害事例を交えてわかりやすく説明頂き、「ご安全に！！」という簡単な言葉の奥に
ある本当の意味、意義をご講演頂きました。
　総会は、新井会長（摂大昭和60年卒）の挨拶に始まり、代表幹事の司会で、陰山豊秀氏（高
専昭和50年卒）と村川亙氏（摂大昭和61年卒）の両氏を議長団に選出し、平成26年度事業報
告・決算報告および平成27年度事業計画・予算案について審議され、それぞれ原案どおり承認
されました。
　総会に引き続いて、懇親パーティーを毎日インテシオ3Fラウンジ翔において、摂南大学理工
学部都市環境工学科学科長の頭井洋先生のご臨席を賜り、代表幹事の司会で盛大に開催されま
した。
　ご来賓の各先生方、各卒業生会代表から土木会に対して、ご祝辞と激励のお言葉を頂戴いた
しました。
　会員相互の親睦を深め、終始和やかな雰囲気の中、八木俊策先生の万歳三唱をもって、次回（平
成29年）の再会を誓って閉会いたしました。

総 会 報 告
平成27年度通常総会開催される

代表幹事　中土井　敬史（西日本旅客鉄道（株） 摂大平成7年卒）

頭井 洋　教授
退職記念講演会と祝賀会のご案内

　摂南大学において26年に亘り教鞭をとってこられました頭井 
洋教授が、来年（2017年）3月31日をもちまして退職されるこ
とになりました。つきましては、下記の通り退職記念講演会が開
催されますので、ご案内申し上げます。また、退職記念講演会
のあと、先生を囲んだ祝賀会を催します。ご多用中のところ誠に
恐れ入りますが、卒業生や先生と親交の深い方々をはじめ皆様
のご来臨をお待ちしております。

退職記念講演会＆祝賀会
 日時：2017年3月11日（土）　午後3:30より（予定）
 会場：摂南大学 寝屋川キャンパス
　詳細につきましては、当学科のHP（http://www.setsunan.
ac.jp/civ/）でご確認ください。（2017年1月頃掲載予定）

問い合わせ先：摂南大学理工学部都市環境工学科　田中 賢太郎
T E L＆F A X：072-800-1143
E - m a i l：tanaka@civ.setsunan.ac.jp

　
学
科
長
挨
拶

　
教
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の
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新
の
進
む
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市
環
境
工
学
科
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授
　
瀬
良　

昌
憲

　
会
長
挨
拶

　
建
設
業
界
の
担
い
手
を
確
保
す
る
方
策
が
始
動
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長　

新
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栄
作
（
摂
大
昭
和
60
年
卒
）
信
幸
建
設
㈱
大
阪
支
社
長
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－建設材料研究室－� 都市環境工学科 教授　熊野 知司
　早いもので、2001年4月に摂南大学工学部土木工学科（当時）
に着任してから今年で15年になりました。その後、学科名も都
市環境システム工学科、理工学部都市環境工学科と改称されて
きましたが、研究室では一貫してコンクリートに関する研究を
行っています。着任当初は私自身がゼネコン出身ということも
あり、フレッシュコンクリートの施工性能や温度ひび割れ解析
に関する研究テーマからスタートしました。それから15年が経
過し、社会の変化とともに企業や学会委員会とのつながりも増
え、研究テーマも多様化してきました。今年度の研究テーマと
して取り上げているのは、次の4テーマです。
・SBRの添加による再生コンクリートの耐久性の向上に関する研究
・コンクリートへの電磁波吸収性能の付与に関する研究
・�コンクリートの変形挙動における粗骨材による拘束効果に関

する研究
・�暑中施工における初期高温履歴を受けたコンクリートの強度

に関する研究
　これらのテーマの中には継続して取り組んでいるテーマもあ
るため、卒業生の皆様には懐かしい響きがあるかも知れません。
研究の歩みは決して早くはありませんが、歴代のゼミ生の皆さ
んの頑張りで、一歩ずつ前に進んでいます。成果をまとめて大
学院生と協力して土木学会や日本コンクリート工学会等に論文
として投稿したり研究発表を行っています。
　今年度は大学院生が不在ですが、卒研生8名で研究を進めてい
ます。元気な学生が多く、仲良
くゼミ活動を進めています。卒
業生の皆様も機会がありました
ら、研究室を覗きに来てくださ
い。建設材料実験室での実験の
日々が蘇ると思いますよ。

脈々と続く教育改善の営み ～理工学部の現状と展望～
理工学部　学部長補佐　都市環境工学科　教授　熊谷樹一郎

　理工学部では、工学部時代から4期8年間にわたってご指導いただいた森
脇俊道先生が2016年3月末をもって学部長を退任され、4月より機械工学科
教授の川野常夫先生が新たに学部長に就任されました。川野学部長は、18
歳人口の減少が見込まれる中で大学間に厳しい競争のもたらされる現状にた
いへんな危機感をもたれており、これまで推し進めてきた教育改善・研究推
進を学部一体となってさらに進めていく決意を表明されました。 
　理工学部内には複数の委員会が設置されており、各学科から選出された教
員が在籍しています。各委員会には、学部長の方針に沿ったミッションが与
えられ、日々の改善活動が実施されてきています。あまり表にでることのな
い学部内の委員会ですが、これらの着実な活動が理工学部を支えているわけ
です。主な委員会は次のとおりです。
◦教務委員会　◦FD委員会　◦自己点検・評価委員会　◦広報委員会
◦理工学部基礎実験実施委員会　◦情報処理検討委員会　◦テクノセンター
運営委員会　◦地域連携委員会　◦学習支援委員会　◦教育貢献表彰推薦委
員会　◦インターンシップ実施委員会　◦科学技術教養編集委員会　◦融合
科学研究所運営委員会　◦安全委員会
　なかでも、喫緊の課題となっているグローバル化に対応した英語教育の充
実については、複数の委員会にまたがったミッションが挙げられており、学
部全体での取り組みをさらに強化してきています。この英語教育については、
これまでにも当学科教授で前学部長補佐・理工学部教務委員長の伊藤譲先生
が中心となって改善・強化を進めてきました。その結果、本年7月までに、
①TOEIC600点以上：昨年度末2名（内日本人1名）→4名（内日本人2名）、
②TOEIC共通試験（上位クラス）1年次： 24点アップ、同2年次10点アッ
プ（いずれも昨年度比）、③TOEICおよびTOEIC-IP試験での下位学生の底上
げを実現、などといった成果が現れてきています。
　一方で、学部からつながる大学院の教育の充実にも継続して力が注がれて
います。なぜなら、大学院の強化は学部のみならず、大学全体の強化に直結
するからです。その一環として、大学院における教員表彰制度も整備されて
います。学生（院生）側だけでなく、教員側にもモチベーションを高めても
らう試みといえるでしょう。受講学生数・指導学生数、授業アンケート結果、
学会発表・論文執筆の指導、指導院生の受賞などが表彰対象者の選定根拠と
なっています。今後の大学院教育の強化への寄与が期待されるところです。

研 究 室 だ よ り
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『土木会』と『会員（正・準）』との双方向の情報交換ならびに共有に、摂南大学土木会のホームページを活用しましょう

http://www.geocities.jp/setsudokai/
摂南大学土木会は都市環境工学科のJABEE受審を全面的に支援しています

大阪支店 /〒542-0081 大阪市中央区南船場 3-4-26（出光ナガホリビル）
　　　　　TEL06-4963-5931  FAX06-4963-5930
関西事業所 /〒660-0805 兵庫県尼崎市西長洲町 1-1-15
西日本支社　TEL06-6487-1111  FAX06-6487-1300

八　尾　博　彦
本　社 / 〒530-0055 大阪市北区野崎町7番8号梅田パークビル8階
　　　　 TEL 06-6367-3800(代表)  FAX 06-6367-3805
事務所 / 兵庫・姫路・京都・滋賀・福井・奈良
　　　　 和歌山・名古屋・岡山

総持寺霊園（茨木市）
隆国寺墓地（吹田市）
海印寺墓地（長岡京市）
王寺霊園（奈良県）
東本願寺天満別院（北区）
北摂霊園（豊能郡）
真龍寺霊園（茨木市）

服部徳風墓地（豊中市）
竜の子霊園（奈良県）
玉手山墓園（柏原市）
飯盛メモリアルパーク（四條畷市）
飯盛霊園（四條畷市）
その他公営墓地

広 告 募 集 ！
摂南大学土木会では本会報へ掲載の広告を募集しています。
協賛いただけます企業等がありましたら連絡をお願いします。

問い合わせ先
E-mail：setsudokai_40@yahoo.co.jp
URL：http://www.geocities.jp/setsudokai/　内メールフォームから

〒163-1031 東京都新宿区西新宿 3-7-1　新宿パークタワー http://www.toa-const.co.jp/

独自技術で未来を育むベストソリューションを提供します。

Sincerely,y,y Speedy,y,y and best Solution.

川崎地質株式会社
Kawasaki Geological Engineering Co., Ltd.

〒108-8337 東京都港区三田2-11-15
TEL.03-5445-2071 FAX.03-5445-2073
http://www.kge.co.jp/ E-mail. post-master@kge.co.jp

●環境・水
■多層多孔電気伝導度計測システム ■地下水資源探査・開発

■土壌・地下水汚染調査 ■環境予測・評価

■自然由来重金属迅速判定（ボルタンメトリー法）

●防災・減災
■土砂災害予測・計測システム ■空洞写真・空洞内部計測装置

■スイープ震源による地質構造探査と地震動評価

■ラバル型大口径サンプラー ■IT傾斜計測システム

●海洋・エネルギー
■マルチチャンネル音波探査（2D・3D）

■水上三次元音響測深

■シングルチャンネル音波探査 ■海底地震計

●メンテナンス
■パルスレーダ探査 ■連続波レーダ探査 ■EM探査

■コンクリート劣化診断 ■GoTEN-tk（孔内局部載荷試験）

■孔内ベクトル磁力計 ■SAAMジャッキ（軽量型リフトオフ試験機）

　今年度、都市環境工学科には、1年次74名（4名）、2年次69名（8名）、3年
次71名（6名）、4年次66名（3名）で合計280名（女子学生21名）の学生が学
んでいます。大学院の社会開発工学専攻における学科出身者は、1年次4名、2
年次3名です。今年度から瀬良昌憲教授が学科長として学科運営に当たり，教
職員は専任10名、非常勤30名、事務スタッフ3名の陣容で教育・研究の指導に
当たっています。
　学科主催の行事として、2015年9月10日に実施した講演会（協力：（一社）
建設コンサルタンツ協会）および現場見学会
について報告させていただきます。現場見学
会では、1年生は2箇所に、3年生は3箇所の現
場を見学しました。摂土会を通じて、新名神
高速道路京田辺工区八幡ジャンクション・京
田辺高架橋工事（案内：西日本高速道路（株））
の見学先をご紹介いただきました。この紙面
をお借りして、心より厚くお礼申し上げます。

教 室 だ よ り

「都市環境システム工学科 建築士プログラム」（一級建築士受験資格）認定条件※1

入学年（西暦） 入学年（平成） 学科 「建築士プログラム」認定の条件
2002 14 都

市
環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
科

平成20年度開講の「建築製図」又は平成21年度から開講の「建築設計製図Ⅰ」を科目履修生として単位取
得する※2。又は同等の科目を他大学で履修して単位取得する※3。2003 15

2004 16
2005 17 平成20年度開講の「建築製図」を単位取得して卒業する。又は卒業後に「建築設計製図Ⅰ」（平成21年度か

ら開講）を科目履修生として単位取得する※2。もしくは同等の科目を他大学で科目履修して単位取得する※3。2006 18
2007 19 平成21年度から開講の「建築設計製図Ⅰ」を単位取得して卒業する。又は卒業後に「建築設計製図Ⅰ」を科

目履修生として単位取得する※2。もしくは同等の科目を他大学で科目履修して単位取得する※3。2008 20
2009以降 21以降 認定されない。※4

※1： 一級建築士受験を目指す「建築士プログラム」認定の条件です。卒業後に、建築に関して2年以上の実務経験を経て一級建築士試験の受験資格が得られます。
二級建築士は、卒業後に1年以上の実務経験を経て受験できます。この場合、「建築士プログラム」認定の必要はありません。また、二級建築士合格後、4
年以上の実務経験を経て一級建築士が受験できます。

※2：卒業後に対象科目の単位修得を行った場合も実務経験の起算日は卒業時となりました。なお科目履修の手続きについては教務課に問い合わせください。
※3： 卒業後に対象科目の単位を他大学で取得した場合でも一級建築士の受験資格が得られるようになりました。詳しい条件等については教務課又は（公財）建

築技術教育普及センターに問い合わせてください。
※4： 2009年度入学生（2010年度以降は都市環境工学科）からは新建築士法が適用されます。「建築士プログラム」は認定されませんが、新建築士法の規定

により、指定科目の履修と所定の実務経験から二級建築士の受験資格が得られます。
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新名神高速道路京田辺工区八幡ジャンクション・
京田辺高架橋工事（3年生）
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2016年度就職状況

 夢・目標をしっかりもって就職活動に挑もう
都市環境工学科　准教授　田中 賢太郎

［摂南大学土木会］
平成₂₇年度 決算書・平成₂₈年度 予算書

表1  平成27年度決算
収　入　の　部

科　　目 予　算 決　算
前年度繰越金　　 849,028 849,028 
正会員入会金
（60名） 600,000 600,000 

広告料 320,000 280,000 
預金利息 500 856 
名簿売上 3,000 0 
特別積立金より繰入 0 0 
創立50周年寄付金 0 165,000 
寄付金 0 100,000 
雑収入 0 130,000 

合計金額 1,772,528 2,124,884 

支   出　の　部
科　　目 予　算 決　算

事務費等　　　 140,000 30,582 
総会費 400,000 170,066 
名簿追加修正費 30,000 24,000 
会報発行費 800,000 728,269 
同窓会補助 30,000 0 
役員会・評議員会費 100,000 34,590 
特別講演会
（2人分） 100,000 100,000 

慶弔費・見舞金 70,000 59,184 
雑費 30,000 7,710 
予備費 72,528 0 
次年度繰越金 970,483 

合計金額 1,772,528 2,124,884 

表2  平成28年度予算
収　入　の　部

科　　目 予　算
前年度繰越金 970,483
正会員入会金 600,000
広告料 320,000
預金利息 500
名簿売上 3,000
特別積立金
より繰入 0

合計金額 1,893,983

支   出　の　部
科　　目 予　算

事務費等 140,000
名簿追加
修正費 30,000

会報発行費 800,000
同窓会補助 30,000
役員会・
評議員会費 100,000

慶弔費・
見舞金 70,000

雑費 30,000
特別積立金 500,000
予備費 193,983

合計金額 1,893,983

　平成27年度決算は表１のとおりであり、監査を経て、平成28年5月の役
員会で収支とも相違ないことが認められた。
　また、平成28年度予算は表２に示すとおりである。

平成27年4月1日現在 特別積立金330万円

平成28年4月1日現在 
特別積立金380万円

5　摂大土木会会報　Vol.37



　　事務所
兵庫・姫路・京都・
滋賀・福井・奈良・
和歌山・名古屋

〒530-0055　大阪市北区野崎町 7 番 8 号 梅田パークビル 8F
TEL 06-6367-3800  Mail sccsomu@shusei.co.jp

　　　 卒業生
吉澤慶文  高専土木 S50
徳久仁志  高専土木 S54
小東宏光  摂大 H4
藤原基享  摂大 H7
川野真裕  修士過程 H20
札場大太  修士課程 H25

代  表  取  締  役  社  長

八  尾  博  彦

快適な国土をデザインする

求められる技術と人材特 集 記 事
近
況
報
告

　

南
海
辰
村
建
設
株
式
会
社 

営
業
部 

工
務
課

　
植
田 

剛
士

（
摂
大
平
成
11
年
卒
・
摂
大
院
平
成
13
年
修
了
）

　

私
が
南
海
辰
村
建
設
に
入

社
し
、
今
年
で
15
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
弊
社
は
南
海
電

鉄
グ
ル
ー
プ
の
建
設
部
門
で

あ
り
、
土
木
分
野
の
約
6
割
が
鉄
道
関
連
の
工
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
社
か
ら
の
約
10
年
は
工
事
部

に
所
属
し
、
現
場
監
督
と
し
て
南
海
電
車
の
連
立

事
業
や
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
、
ま
た
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

の
阪
和
道
や
千
葉
県
の
圏
央
道
建
設
工
事
に
携

わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

工
務
課
に
移
動
し
て
か
ら
は
、
主
に
南
海
電
鉄

関
連
の
工
事
計
画
や
見
積
も
り
作
成
業
務
を
担
当

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
土
壌
汚
染
の
分
野
で
は
指

定
調
査
機
関
の
指
定
を
受
け
、
土
木
部
内
に
「
地

球
環
境
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
私
を
含
め
3
名

の
土
壌
汚
染
調
査
技
術
管
理
者
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
年
間
数
件
の
土
壌
汚
染
関
連
業
務
に

携
わ
り
、
行
政
と
の
法
的
業
務
や
、
調
査
・
措
置

に
関
す
る
計
画
や
施
工
等
の
総
合
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
起
こ
っ
た
熊
本
大
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
大
地
震
が
切
迫
す
る
中
、
災
害
に
対
す
る
安

全
の
確
保
は
重
要
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

南
海
電
鉄
に
お
い
て
も
鉄
道
高
架
橋
の
耐
震
補
強

工
事
が
最
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、
ラ
ー
メ
ン
高
架

橋
の
柱
に
対
す
る
せ
ん
断
補
強
や
、
橋
梁
桁
の
補

強
工
事
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
数
年
前
か
ら
こ
れ
ら
の
耐
震
補
強
工
事
を

主
に
担
当
し
、
高
架
橋
の
現
地
踏
査
や
補
強
工
法

の
立
案
、
施
工
計
画
や
工
事
費
の
算
出
と
い
っ
た
業

務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
鉄
道
と
い
う
重
要
イ
ン

フ
ラ
の
耐
震
補
強
工
事
を
通
し
、
防
災
の
大
切
さ

を
実
感
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
こ
れ
ま

で
に
収
得
し
て
き
た
耐
震
技
術
や
施
工
ノ
ウ
ハ
ウ
を

若
手
社
員
に
継
承
し
、
自
ら
も
技
術
革
新
を
行
う

事
で
、
安
全
安
心
な
社
会
資
本
整
備
の
構
築
に
尽

力
す
る
所
存
で
す
。

　

お
わ
り
に
、
近
年
の
建
設
業
界
は
少
子
高
齢
や

建
設
就
業
者
数
の
減
少
に
伴
い
、
慢
性
的
な
人
手

不
足
の
状
況
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
弊
社
に
お
い

て
も
若
き
担
い
手
の
確
保
や
、
技
術
者
へ
の
教
育
や

育
成
は
、
今
後
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
建
設
業
に
誇
り
を
持
ち
未
来
に
希
望
を
感
じ

る
産
業
に
し
て
い
く
為
、
私
た
ち
と
一
緒
に
盛
り
上

げ
て
く
れ
る
力
あ
ふ
れ
る
摂
大
生
に
、
こ
れ
か
ら
も

出
会
え
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

社
会
に
出
て
感
じ
た
こ
と
。

　

株
式
会
社
ホ
ク
コ
ン

守
本 

絵
美
子
（
摂
大
平
成
22
年
卒
）

　

私
は
、
株
式
会
社
ホ

ク
コ
ン
に
入
社
し
て
7

年
目
に
な
り
ま
す
。
入

社
時
か
ら
大
阪
事
務
所

の
設
計
技
術
チ
ー
ム
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製

品
の
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
社
当
時

は
簡
単
な
図
面
作
成
が
主
な
業
務
で
し
た
が
、

徐
々
に
構
造
計
算
で
あ
っ
た
り
、
製
品
開
発
･

改
良
業
務
に
携
わ
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
入
社
前
は
ど
ん
な
業
務
を
す
る

の
か
あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
な
か
っ
た
の

で
不
安
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
先
輩
方
に
丁
寧

に
業
務
内
容
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
相
談
に

乗
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
出
来
る
仕
事
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
設
計
部
署
の
た
め

主
に
事
務
所
内
で
の
業
務
に
な
る
の
で
す
が
、

自
分
の
携
わ
っ
た
製
品
の
製
造
確
認
･
施
工
確

認
の
た
め
に
工
場
や
現
場
へ
行
か
せ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
自
分
の
設
計
し
た
モ
ノ
が
形
に
な
っ

て
実
際
に
施
工
さ
れ
る
様
子
を
見
て
、
ほ
と
ん

ど
が
地
下
構
造
物
の
た
め
、
人
の
目
に
触
れ
る

こ
と
は
無
い
で
す
が
、
今
後
何
十
年
に
も
わ

た
っ
て
残
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
、
現
在
の

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

社
内
教
育
の
一
環
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技

士
と
い
う
資
格
取
得
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
新
し
く
覚
え
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
が
、
大
学
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
が
基

礎
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。大
学
生
活
の
中
で
は
、

学
ぶ
こ
と
が
多
い
た
め
な
か
な
か
大
変
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
卒
業
後
に
必
ず
必
要
と
な
る

知
識
ば
か
り
で
す
の
で
、
日
々
の
勉
強
を
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
勉
強
だ
け
で
な
く

部
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
も
社
交
性
な
ど

を
身
に
付
け
る
の
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
土
木
業
界
で
は
、
ま
だ
女
性
技

術
者
が
少
な
い
状
況
の
た
め
、
女
性
に
は
少
し

厳
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
近
年
女
性
技
術
者
は
増
え
て
お
り
、
土

木
業
界
で
の
女
性
の
採
用
枠
と
い
う
の
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
土
木
＝
男
性
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
は
強
い
で
す
が
、
女
性
へ
の
チ
ャ
ン

ス
も
し
っ
か
り
与
え
て
く
れ
る
会
社
も
多
い
で

す
。土
木
業
界
に
興
味
の
あ
る
か
た
は
、イ
メ
ー

ジ
に
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

入
庁
６
年
目
を
迎
え
て

　

奈
良
市
役
所長

井 

勇
祐
（
摂
大
平
成
23
年
卒
）

　

私
は
平
成
23
年
に
卒
業
し
、

奈
良
市
役
所
に
入
庁
し
て
か

ら
今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま

す
。
こ
の
５
年
間
で
２
回
の

異
動
を
経
験
し
、
許
認
可
業
務
か
ら
都
市
計
画
、

建
物
等
の
移
転
補
償
、
工
事
等
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
多
岐
に
渡
っ
て
行
政
の
仕
事
を
経
験
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
経
験
の
少
な
い
若

輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
が
経
験
し
た
業
務
の

経
験
談
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
に
よ
く
聞
か

れ
る
の
で
す
が
、
土
木
職
で
の
公
務
員
と
言
っ
て
も

仕
事
の
内
容
は
様
々
で
す
。
計
画
や
指
導
、
許
認
可
、

工
事
、
維
持
管
理
、
e
t
c
．
と
、
ま
た
所
属
の
部

署
（
道
路
、
河
川
、
上
下
水
、
公
園
、
公
共
施
設

な
ど
）
に
よ
っ
て
も
か
な
り
違
う
内
容
で
す
の
で
、

一
括
り
に
公
務
員
の
仕
事
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か

と
聞
か
れ
て
も
正
直
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
の
ど
れ
も
が
市
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
昨
年
は
建
物
移
転
補
償
業
務
を
担
当

し
、
権
利
者
に
移
転
の
計
画
を
説
明
し
た
上
で
合

意
を
頂
き
、
コ
ン
サ
ル
を
交
え
て
の
調
査
・
補
償
金

額
の
積
算
を
行
い
ま
す
。
権
利
者
の
財
産
に
関
わ

る
こ
と
な
の
で
シ
ビ
ア
な
内
容
に
な
り
ま
す
が
、
最

後
ま
で
説
明
責
任
を
果
た
し
、
理
解
を
得
る
こ
と

が
ま
ち
づ
く
り
に
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
所
属
の
都
市
計
画
課
で
は
窓
口
業
務

が
あ
り
、
来
訪
者
の
応
対
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
も
の

の
、
要
望
し
て
い
る
情
報
・
資
料
は
様
々
で
あ
る
た

め
、
来
訪
者
と
共
に
他
課
に
確
認
に
行
く
こ
と
は

よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
相
談
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
公
務
員
で
も
当
然
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
仕
事
を
経
験
し
、
ゼ
ネ
コ
ン
や
コ
ン

サ
ル
と
違
っ
て
、
工
事
の
発
注
や
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
が
中
心
の
自
治
体
で
は
、
市
民
対
応
等
の
場

面
で
『
技
術
力
』
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

公
務
員
は
い
ま
風
当
た
り
の
厳
し
い
職
種
に

な
っ
て
い
る
と
も
感
じ
ま
す
。
ど
こ
の
行
政
で
あ
っ

て
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
だ
け
で
な
く
工
夫
が
必
要

で
あ
り
、
頭
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
努
力
が
報
わ
れ
市
民
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と

が
や
り
が
い
に
繋
が
る
仕
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
学
生
の
皆
様
へ

　

佐
藤
工
業
㈱ 

東
京
支
店 

メ
ト
ロ
上
野
作
業
所

　
藤
原 

正
佑

（
摂
大
平
成
25
年
卒
・
摂
大
院
平
成
27
年
卒
）

　

私
は
平
成
27
年
3
月
に

摂
南
大
学
大
学
院
を
卒
業

し
、
同
年
4
月
に
佐
藤
工

業
㈱
に
入
社
し
て
か
ら
今

年
で
2
年
目
を
迎
え
ま
す
。
入
社
〜
現
在
ま
で
、

東
京
地
下
鉄
㈱
の
上
野
駅
、
稲
荷
町
駅
、
上
野

広
小
路
駅
の
3
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
伴

う
土
木
工
事
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
中
で
も

稲
荷
町
駅
で
の
工
事
は
、
計
画
段
階
か
ら
竣
工

ま
で
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
い
い
経
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

典
型
的
な
都
市
土
木
の
開
削
工
事
と
い
う
こ

と
も
あ
り
夜
間
作
業
が
主
で
、
1
年
目
か
ら
夜

勤
で
現
場
に
一
人
で
立
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

そ
の
た
め
、
現
場
に
出
る
と
き
は
分
か
ら
な
い
こ

と
が
何
一
つ
無
い
よ
う
に
し
よ
う
と
、
現
場
へ
の

理
解
を
深
め
る
の
に
必
死
で
し
た
。
様
々
な
困

難
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
番
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
が
、

説
明
す
る
こ
と
の
難
し
さ
で
す
。
発
注
者
、
職
長
、

作
業
員
の
方
か
ら
、
上
司
や
先
輩
に
対
し
て
、

上
手
く
施
工
に
つ
い
て
の
説
明
が
出
来
ず
、
現

場
を
混
乱
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

上
司
や
先
輩
か
ら
怒
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ

た
で
す
が
、„
こ
の
現
場
は
自
分
の
現
場
で
も
あ

る
ん
だ
。人
任
せ
に
し
な
い
で
、自
分
自
身
で
し
っ

か
り
現
場
管
理
し
よ
う
“と
い
う
強
い
責
任
感
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
完
成
し
た

構
造
物
を
目
の
前
に
す
る
と
、
大
き
な
達
成
感

と
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
学
生
の
皆
様
は
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
講
義

を
受
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
少

し
で
も
良
い
の
で
、
自
分
が
理
解
し
た
と
思
っ
た

内
容
に
つ
い
て 

„
自
分
が
も
し
こ
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
説
明

す
る
か
“と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
下

さ
い
。
説
明
す
る
立
場
に
な
っ
て
み
る
と
見
落
と

し
て
い
た
こ
と
や
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
部
分
、

説
明
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
見
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
に
出
る
と
様
々
な
相

手
に
多
様
な
場
面
で
説
明
を
す
る
機
会
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
と
き
に
困
ら
な
い
よ
う
、
普
段
か

ら
自
分
の
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
と
そ

の
説
明
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
心
掛
け

る
こ
と
で
こ
れ
か
ら
の
就
職
活
動
や
研
究
活
動
、

仕
事
に
も
活
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
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技術士会だより� 会長　木下 幸佐（摂大昭和57年卒）

　技術士会は、平成14年2月の発足以来15年目を迎えました。摂
南大学卒業生で技術士・技術士補の方を正会員とし、在校生で技
術士第一次試験に合格された方を準会員として構成しており、会
員数も71名（内準会員3名）となりました。
　技術士会では毎年総会を実施し、その折りには特別講演会を開
催して技術の研鑽に勤しんでおります。また年２回の会員相互の
親睦会や、在学生に対する技術士第1次試験受験セミナーの開催
を行っております。
　また平成20年からは、大学技術士会連絡協議会のメンバーとし
ても大学相互の技術士の連携・啓発活動に参画しており、参加大
学も29大学と増加しております。
　卒業生の皆様方の中で、技術士および技術士補をお持ちの方は
是非、技術士会への入会をお願いします。技術士会のHPより連絡
をお願いします。会員相互の連携と親睦をはかり、微力ながら母
校の発展に尽力しましょう。 

事務スタッフ紹介
山田 あゆみ

　はじめまして。４月から、都市環境工学科で
勤務しております山田と申します。
　今迄は医療機関での勤務がほとんどで、学校
業務は未経験でした。学校という独特の雰囲気
に初めは驚きましたが、学校事務という仕事に元々興味があった
ことと、実際に働いてみてよかったと思えた点が沢山あり、戸惑
いは早い段階で無くなっていきました。
　学生達が、自分の将来を考えながら学ぶ姿はとても輝かしく、
その手伝いが出来ればと感じたと同時に、この環境で私も成長出
来ればと思いました。
　全く経験がないままスタートし、半年が経過致しました。ご迷
惑をお掛けしてばかりですが、先生方や、同じ事務スタッフの皆
様に支えられ、時には学生達に声を掛けていただきながら現在迄
勤務する事が出来ました。
　微力ながらも全力で取り組んで参りますので、どうぞ宜しくお
願い申し上げます。

 

吉
田 

隆（
摂
大
昭
和
51
年
卒
）

　

高
専
昭
和
51
年
卒
業
生
（
還
暦
）
が
約
10
年
ぶ
り
に
５
回

目
の
同
窓
会
を
平
成
28
年
４
月
16
日
に
ラ
ウ
ン
ジ
翔
に
て
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
急
な
日
程
変
更
等
で
参
加
者
が
24
名
と

な
り
ま
し
た
が
、
遠
方
愛
媛
県
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
学

生
時
代
に
戻
り
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
を
交
え
て
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
容
姿
は
み
ん
な
そ
れ
な
り
に

老
け
た
と
思
い
ま
す
が
、
悪
仲
間
の

ま
ま
記
憶
は
ス
ト
ッ
プ
し
、
人
間
味

や
温
か
み
な
ど
が
増
し
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
次
回
３
年
後
の
幹
事
と

し
て
さ
ら
に
人
数
を
増
や
し
て
盛
り

上
が
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
幹
事
、

皆
様
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

摂
大
卒 

土
木
工
学
科
同
窓
会

 

宮
崎 

賢
治（
摂
大
昭
和
60
年
卒
）

　

去
る
平
成
28
年
6
月
18
日
（
土
）
〜
19
日
（
日
）、
1
泊
2

日
の
同
窓
会
旅
行
（
安
否
確
認
旅
行
）
は
2
年
ぶ
り
の
再
会

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

行
先
は
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
の
風
光
明
媚
な
民
宿
『
観
潮

荘
』
で
す
。
海
と
山
に
か
こ
ま
れ
た
淡
路
島
の
桃
源
郷
。
鳴

門
海
峡
望
む
温
泉
民
宿!

海
峡
パ
ノ
ラ
マ
一
望
、
う
ず
し
お
温

泉
美
人
湯
で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
京
都

市
内
に
住
ん
で
い
る
遠
山
家
に
集
合
。
4
人
で
出
発
。
途
中
、

神
戸
市
北
区
ま
で
1
人
を
迎
え
に
行
き
、
5
人
で
の
現
地
入

域
で
す
。
現
地
到
着
ま
で
一
度
、
大
鳴
門
橋
を
渡
り
徳
島
県

鳴
門
市
に
あ
る
大
塚
国
際
美
術
館
で
有
名
絵
画
の
レ
プ
リ
カ

を
一
気
に
見
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
疲
れ
た
体
（
車
中
の

飲
み
過
ぎ
）
で
今
宵
の
宿
に
着
い
た
の
で
し
た
。

　

温
泉
に
入
り
、
夕
食
は
鳴
門
海
峡
の
海
鮮
料
理
を
食
べ
、

ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
麻
雀
は

民
宿
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
持
ち
込
ん
だ
フ
ォ
ー
ク
ギ

タ
ー
で
当
時
の
流
行
歌
を
中
年
男
が
自
分
の
声
と
酒
で
酔
い

し
れ
歌
い
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
隣
部
屋
の
年
増
女
達
の

弾
け
た
賑
わ
い
に
は
完
敗
で
し
た
。

　

翌
日
は
、
う
ず
し
お
科
学
館
、
淡

路
島
牧
場
に
立
ち
寄
り
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
次
回
の
安
否
確
認
旅
行

は
日
本
海
で
海
の
幸
を
食
べ
な
が
ら

楽
し
む
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

同
窓
会
報
告
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摂南に入ってよかったと
思えるように
3年生　福島　大和

　私は、エコシビル部という部活に所属してお

り、今は微力ながら部長を務めています。その

縁もあり、淀川の点野地区を活動拠点としてい

る河川レンジャー、寝屋川市の職員や市議会議

員などの様々な方々と共に活動する機会も多

く、とても貴重な経験を日々積んでいます。勉
強の面でも様々な専門的な

学習に加え、教員免許の取得に向けた勉強にも励
んでいます。一方で私は、

環境コンサルタントの仕事に就きたいとも考え
ており、そのためにも将来

的に技術士の資格を取得したいです。都市環境
工学科の都市環境総合コー

スを卒業するとJABEE技術者教育プログラム修
了により修習技術者とな

るので、技術士第１次試験が免除になりますが
、自力で技術士第１次試験

を突破することを今の目標としています。その
ためにも、専門科目に力を

入れること、さらに本学の学習支援センターな
どの学習支援の施設を活用

し必ず目標を達成します。建学の精神である世
のため、人のため、地域の

ために活躍できる専門職業人になれるよう、こ
の大学生活でたくさんのこ

とを吸収し、何事にも一生懸命頑張ろうと思い
ます。

　このページは、私たち大学院生が企画し作成したものです。ここでは、先生方やOB・OGだけでなく学生や
そのご家族にも親しみのある会報誌になるように、学生自身の考えや意見を主に掲載しています。現在、本学科
には280名の学生が在籍しています。摂南大学土木会の歴史は半世紀を超え、その中で、学生の考え方も変わっ
てきていることと思います。そこで、学生がどのような目標を持って大学生活を送っているのかを皆様に知って
もらいたく、今回のテーマを「大学で挑戦したいこと」としました。それぞれ近い将来を意識するような内容で
あり、学年を追うごとに目標も明確になってきているように感じました。最後に、このページの作成にご協力し
てくださった先生方やアンケートに答えてくださった学生の皆様に、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

編集委員　大学院１年生
北村 美紗樹・東中 一晃　　　　　
　　　　　　　小野 裕基・井上 拓人

自分の知識を増やしたい

2年生　藤井　麻梨花

　私は摂南大学で、将来役に立
つ多くの

資格を取得したいです。私が所
属してい

る都市環境工学科では、測量学
や構造力

学、地盤力学など主に土木に関
すること

を学びます。他にも英語や数学
、その他

教養の授業もありますが、やは
り土木の専門的な学問を多く学

ぶこ

とになり、他のことは自らが積
極的に勉強しなければなりませ

ん。

私は都市環境工学科に入学しま
したが、具体的に将来したいこ

とや

就職の方向性を１つに絞っては
いません。上位学年に進むにつ

れ専

門科目が増えていくので、土木に
関する知識は得られると思いま

す。

自分なりに一生懸命考え、本当
に取り組みたいことを選び、自

分に

なにがあっているか見極めたい
と考えています。だから、私は

この

学科で土木のことを学びながら
積極的に資格を取り、さらに自

分の

知識を広げたいと思っています
。そして、自分の夢や希望を持

てた

ときに選択肢を狭めてしまわな
いように日々努力し、自分の将

来を

より良いものにしたいと考えて
います。

びわこへリベンジします！
4年生　渡邊　純也
　私は、就職が無事に決まり、残る期間は卒
業研究に対して一生懸命取り組む考えです
が、一方趣味についても挑戦したいことがあ
ります。それは、「自転車で琵琶湖一周」の
目標へ向けて挑戦することです。きっかけは2年生のころに、日本一の琵琶湖を制覇してみようと思い立ち、ママチャリで琵琶湖へ出かけました。淀川沿いの大きな堤防の階段を押しながら登り、山を越えたり道を間違えたりと大変な道のりでした。片道4時間かけてやっとの思いでたどりついた琵琶湖はとても大きく、ママチャリではとても無理だと悟り、京都を観光して帰ることにしました。道中ではタイヤのパンクや、10数キロを歩くことも経験して、持参した水もなくなり脱水症状と戦いながらで初めての挑戦は散々でした。挑戦に向けては、トレーニングと装備のことを考え、多少のバイトと生活費を削りながら、スポーツバイクの購入費用を貯め、今年3月にようやくスポーツバイクを購入することができました。さらに体力づくりとタイヤのパンク修理をスムーズにできるように練習を積んでいます。まだ目標は達成していませんが、この経験から事前に調べ、準備することの大切さを学びました。来年度からは社会にでて仕事をしていきますが、摂南大学での学生生活で学んだことを忘れず、一日でも早く一人前の技術者になれるように努力していきます。

大学で挑戦したいこと

創造力豊かな人になるために
1年生　小川　麻希
　私は、大学生活で専門的な知識はも
ちろん、柔軟な想像力や多様な文化を
学びたいと考えています。そのために、
最も挑戦したいことは海外留学です。
海外留学といえば、それに向けての準備（語学学習）や現地での経験により、語学の習得や現地の文化に触れることが十分にできると思います。私の将来の夢は、「建設」という観点から、人間と自然環境との調和ができ、かつ、人々が暮らしやすく安心・安全なまちづくりに貢献することです。そこで、海外留学において言語や文化はもちろん、福祉制度や社会制度などの社会背景がどのようなものか、結果としてどのような「まち」になっているか、また日本とはどのような違いがあるか、といった国境を越えたまちづくりの学習がしたいです。そのためには、日々の学習の積み重ねが必要だと思います。摂南大学は、専門的に力を入れたい科目の履修のほか、自らが積極的に学びたい科目の履修も可能です。もし、学習で理解できないところがあれば、学習支援センターでサポートを受けることもできます。このような充実した環境の下、目標に向かって日々を大切にし、有意義な大学生活を送りたいです。

編 集 後 記

自分の知識を増やしたい
自分の知識を増やしたい

大学で挑戦したいこと

創造力豊かな人になるために
充実し

た生活の中
で、私達はこんなことを考えています！
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